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トカ ラ語A《Brhaddyuti-Jataka》 の部 派 帰属 につ いて

荻原 裕 敏
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トカ ラ語A、Brhaddyuti-Jataka、Mahajjatakamala、 説 一 切 有 部

[要旨]

トカラ語A断 片Nr.19a1-25b6(=THT652a1-658b6)に は、《Brhaddyuti-Jataka》と称さ

れている本生譚 が語られている。この物語のパラレルとしては、Emil Sieg(1944)に

よって指摘 されたMahajjatakamala所 収《Brhaddyzttikumbhakdrdvadana》が 、既に知ら

れている。本稿では、主に、漢訳仏典に見られるパラレルとの比較を通じて、 トカ

ラ語Aに よる物語が、有部に伝えられた伝承に基づいていると考えられる点につい

て検討する。

0.ト カ ラ語A《 βr加伽 ∫薇'o加 》につい て

トカ ラ語A断 片Nr.19a1-25b6(=THT652al-658b6)は 、Shorchrkで ドイ ツ探検 隊 によ って

発 見 され た断 片 であ り、転 写はTochSprR(A):15・20で 出版 された。 ここには 、 トカ ラ語学で

は《Brhaddyuti-Jdtako》 と称 され てい る本生 課が 、《(Pmpyavanta・vrdtaim》に続 く部分 と して語 ら

れ てい る。転 写が 出版 された 時点 では、 この物語 に対す るパ ラ レル は不 明 で あった が、 ト

カラ語A断 片Nr.1-25(=THT634-658)の ドイ ツ語訳 を出版 した際 、Siegは 、Lang(1912)で

出版 され た梵 語 写本 掴励 畷 伽 肋〃耀∂ 所収 のく<Brhaddyutikumbhahardvadjna>>が 、 パ ラ レル と

して存在 してお り、 トカ ラ語Aの ものは、梵語 の もの と重要な点 で一致 してい る事 を指摘

した1。 この物語 の一部(Nr.19b3-21b6)は 、Thomas(1964:23・24)に も読 本 と して採 用 され

てお り、 トカ ラ語 学で は 良 く知 られたテ クス トとなってい る。 本 稿 では 、漢訳 仏典 中 に見

られ るパ ラ レル との比較 を通 じて 、 トカ ラ語Aに よる物 語が 、有部 に伝 え られ た伝承 に基

づい てい る と推 定 され る点 について検討 す る2。

1.ト カラ語A《 β助α妙 瞬一」∂'4㎞痢 訳

前節で紹介 したように、既にSieg(1944:23・30)に よって、この物語全体の ドイツ語訳が

与えられているが、本稿では、パラレルとの比較を行 う際の便宜を考慮 し、改めて和訳 を

与える。以下の和訳文は、Siegに よる ドイツ語訳に基づき、その後 の トカ ラ語研究の成果

lSieg(19":23
,Anm.1)。

2本 稿 では
、特 に記 さない限 り、「有部」「説 一切有 部」を、所謂 、根本 説一切 有部 を含 めた広

義の説 一切 有部 の意 味で用 い る。 なお 、説一 切有部 ・根本説 一切 有部 の 問題 につ いて は、

榎本(1998,2000,2004)を 参 照 され たい。
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荻原 裕敏

も参考に して作成 したものである3。ただし、この写本には破損 した箇所があるだけでなく、

意味の不明な部分もあ り、完全な訳を提示する事は困難である。 トカラ語Aの 物語は、漢

訳 ・梵語 ・チベ ット語の ものとは異なり、 トカラ語A仏 典の中でも良く見 られ る散文と韻

文が交互に現れる形式で書かれている。

[Nr.19】

少 しずつ福徳を積みなが ら、人々の命が120歳 に及ぶ時、釈迦牟尼とい う名前の、如来 ・

阿羅漢 ・正 しく全ての法を知る者 ・師仏陀が世に現れた。 さて、この阿羅漢の生まれ と出

自は、以下のよ うであった。摩詞摩耶 とい う名前の王妃が母であった。浮飯 とい う名前の

王が父、羅枯羅 とい う名前の息子がお り、阿難陀 とい う名前の侍者、舎利子 と大目拠連 と

い う名前の、二人の優れた弟子が彼にはいた。この阿羅漢は、(この時)、教えられるべき人々

を解き放ちながら、侍者阿難陀と共に、廣熾 【=Brhaddyutilの … へ、夜、休む場所 を求

めて赴いた。 この阿羅漢は、

i1伽 刎14

百劫の間の福徳の結果 として、無量の那羅延の英雄のカを持ち、その装飾 ・特徴によっ

て、見るに値すべきものに勝 る身体を有 していた。国か ら国へと渡 り歩いているうちに、

風による病気の苦しみが彼 を襲った。1

それか ら、かの阿羅漢、釈迦牟尼、神々の神仏陀は、この病気の苦 しみの最 中にあ りなが

ら、世界に大きな利益 を与えん と欲 し、阿難陀に言います。 さあ、阿難陀 よ。仏陀の言葉

に従い、陶師の廣熾に言いなさい。師仏陀は、風による病気の苦 しみを受けてお り、温か

い水 ・胡麻油を欲 している。

【Nr.20】

そのように致 します、尊者よ。答えてから、阿難陀は陶師の廣熾の下に行き、言います。

llChandtzkan'var〃70η211

(私達の とっての)避難所 であ り、希望でもある、師、仏陀釈迦牟尼は、風の病気による苦

しみに犯 されている。廣熾よ。彼は、(体を)洗 うための温かい水と塗 るための胡麻油を欲

してお られる。あなたは福徳を欲 してお り、仏陀に信頼 されている。彼 に対 して貢献を

しなさい。1

仏陀の名前を聞き、廣熾の全身の毛は逆立った。すぐにベ ッ ドか ら(起き上がると)、目に(涙

を浮かべ)、合掌を して、大いなる敬意を込めて言います。どうか、言ってください。尊者、

阿難陀よ。(仏陀とい う)名前の(方は、どなたなのですか)。

ilApratitulyenamII

私は仏陀の名前を聞き、私の思いは掻き立てられ、(私には)善行に対す る願望が(生 じた。

3以 下の和訳文中
、()は 、断片には残存せず、校訂者や筆者によって補われた部分である

事を示 している。 また、… は、欠けている部分 ・訳が困難な部分である。
411名 詞(Locative)llに 続 く部分は韻文で書かれている

。
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トカラ語A《Brhaddyuti-Jataka》 の部派帰属について

私の心は)、喜びで(躍 り上がった)。障害の下で眠っていた世間で、師仏陀が英知を備え、

目覚めたのを、(私は見るだろう)。阿難陀よ、私に語って下 さい。かの仏陀とは、誰なの

ですか。そ して、どのようなものなのですか。彼は何と言っているので しょうか。彼は、

私にどんな命令を しているので しょうか。何劫 もの間にわたる生において、かつて聞い

た事のない名前を、私は聞きました。そのため、私はあなたにお尋ね します。仏陀 とは、

誰なので しょうか。 どのようなものなので しょうか。1

阿難陀は言います。それは以下の ようです。彼は、名声を有す る者 ・如来 ・阿羅漢 ・正 し

く全ての法を知る者 ・道徳的行い と英知を備 えた者 ・世間 を知っている者 ・勝れる者がな

く、征服 されるべき者達を導 く者 ・衆生 と神々の神 ・仏陀 ・名声を有する者 ・道徳的行い、

努力、瞑想、

[Nr.21】

英知において、全ての衆生を凌いでお り、三十二相 ・人十随好を備 えた、飽 く事な く見る

ことができる、仏陀の徳 を纏った身体によって飾 られています。 もしも、彼が出家 してい

なかったならば、彼は四洲の支配者 ・七宝を備えた転輪王 となっていたでしょう。 また、

私もあなた も、(彼の)召使 となっていたで しょう。今、彼 は出家 し、正 しく全ての法を知 り、

全ての疑いを(追い払い、確信 を与え)、全ての疑問を絶 っています。今 、その阿羅漢の(仏

陀の徳を纏った身体を)、風による苦 しみが、道を行 く最中、苦 しめています。そのため、

温かい水 と胡麻油が必要とされています。… 。

11(Kdpfieりkkanam11

息子に対するように、懇願の念 ある師仏陀は、私をあなたの下へ と遣わ しま した。そこ

で、あなたは、私を彼の(仏陀の下へ)… 。 自ら、油と温かい水 を持 って行きなさい。

自分の 目で師 を見なさい。 あなたの両 目は成果のあるものになるで しょう。あなたの人

生は、成果(を伴 う)でしょう。1

驚いて、陶師廣熾は考えます。ああ、このよ うな善行 を備えたならば、人生は何 と驚くべ

きものであろ うか。それか ら、陶師廣熾は、父 ・母 ・兄弟 ・妻 ・息子達 とともに、香 ・花 ・

温かい水 ・胡麻油(を持 って)、釈迦牟尼、神々の仏陀がお られ る場所へ と赴いた。仏陀、神々

の(仏陀は)、

[Nr.22】

陶師(廣熾)が大いなる喜びを抱いて、や って来たのを見た。そ して、すぐに、彼に大いなる

善行を引き起 こすために、…(蔓 のかかった木)の ように、上着一っを着たままでいた。

さて、それは、一体、 どのようであ りましょうか。

llSerdξiniskr`midntamil

如意宝殊(で 飾 られ)… 宝石でできた島が、宝石によって飾 られている如 く壮麗で、花

によって飾 られ、(天の)… 、灯 りによって飾 られた金の木の如 く、天の宝石でできた

柱の ように留まってお り、(三十二相)・八十随好で飾 られていた。 かさを作った太陽が、
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一一尋 の幅 の光線 に よって包 まれ
、 … 慈悲深 い … 。1

これ を見て 、廣熾 は幸福 で押 しつぶ され た ように驚い て(考 え ます)。 世界 で輝 か しい と数 え

られ てい る もの、そ の全てが、 この身 体に、(は っ き りと見え)、 … 、ま るで 、天 の鏡 にお

いて、全て の姿が … 。

llSubhddrenamll

以 前 の仏 陀、独覚 、(偉 大 な聖者)、 転 輪王、大洋、海 、龍 の王 、偉 大な阿修羅 、 … 、宝

でで きた 島、 …s、 如意 宝殊 、寺院 、僧院 、施 堂、 … 、贈 り物 を与 えなが ら。(1)

天 の 山 ・妙 高、天 の四人の王 、P毎ヴδ'oの 樹 、sndhannd、Vai'ayanta、 … 、SkOndha、(恥 りの、

廻励 ε御α川、馬 、乗 り物 、象、物脚 神 、兜率、

[Nr.23】

浄居天までも、(全ての)輝か しいものが、その仏陀の徳を纏った身体に、はっきりと見え

ている。2

それか ら、廣熾は並外れた大きな喜びを抱いて、阿羅漢 ・釈迦牟尼仏陀の側に行 き、大い

なる敬意 と尊敬の念を込めて、合掌をして、釈迦牟尼の両足 を拝んで、飽 く事なく見るこ

とができる仏陀の徳を纏った身体に対 して(右旋を行い)、仏陀に対 して敬意を示 します。

llMaitraPt11

尊者 よ。 もし、私のような者が尊敬に値す るのなら、あなたの輝か しい身体に触れる

事 … 、お許 し頂きたい。私は、自らの手で仏陀を濯 ぎたい。願いをかなえる者に、願

いを与えておられるが、(私にお許 し頂けますか。1)

(それから、快い声で)釈迦牟尼仏陀は言います。息子よ、そのよ うにしなさい。 自ら仏陀の

(身体)を洗いなさい。(それから、廣熾)陶師は、仏陀から許 しを得て、喜んで、仏陀の側に

進みながら(?)、(彼の手を)見ました。(その手は)… 、粘土の作業によって、固 く、荒れて

いて、乾いてお り、粘土がついていて、冷たく、仏陀の身体に触れるには適 してお りませ

ん。そこで、恥 じ入 り、引き下が りました。そして、目に涙を浮かべて、師仏陀の身体を

見つつ考えます。

11rardSsinamll

仏陀の身体には、全ての輝 き ・気品 ・柔 らか さ・(愛らしさ)が存在 している。粘土の仕事

をしている私の両手は、乾いていて、荒れてお り、固 く、冷たく、思 う通 りには動かな

くなっている。天の蓮の葉に勝 る、柔らかい、… 、金色の仏陀の身体 に、どのように

触れる事ができようか。私は惨めである。やはり、触れようか。… 。

[Nr.24]

さて 、私は何 を しよ うか。(1)

(廣 熾 の)… 師仏陀 の輝 きに対 して、(大 きな)喜 びを示す事 に よって 、そ して 、大 きな力 を

5こ の箇所は
、'鋤ρ砒ραだ珈励窃 とあるが、f鋤ρ猷 が不明なため、全体の意味を正 しく理解

できない。

一172一



トカラ語A《Brhaddyuti-Jataka》 の部派帰属について

有 している … 行 う事によって、彼の両手の荒れ と冷えは消え去 りました。そ して、絹で

できた … のように、柔らか く、愛 らしい(両手)が彼に現れま した。 それを見て、陶師廣

熾の心に、転輪王の如き大きな喜びが生まれ、その喜びの力によって圧倒 され、師仏陀 … 、

水を仏陀の徳でできた身体に注ぎました。すると、八万の(仏陀の)毛穴から、…(光 が)出

ました。それ は、廣熾の身体に対 して、右旋を し始めました。

ll…ll

… 。雷電、ん励鰍6、Srivatsa、 輝か しい特徴が、(仏陀の身体か ら、廣熾の)身体へ と移

っている。彼には、非常に強い、仏陀の徳に対する願望が生 じました。1

それか ら、廣熾 は、釈迦牟尼仏陀の(沐浴に対 して)尊敬の念を示 し、そ して、仏陀が、それ

を受け、好ましく感 じているのを知って、全身で、師仏陀の身体に対 してひれ伏 して、仏

陀の徳に対する、勝るものない強い願望(を述べて、言います)。

闘rVatafiilantamll

この良き奉仕 によって、この献身によって、私のこの願いが、(必ず)実 現 します ように、

(そ して、私が)、世界において(師 とな りますように)。同 じ期間、全ての者にとっての避

難所 とな ります ように。同 じような

【Nr.25]

… 、(釈迦牟尼 とい う名前の)仏陀と同 じよ うな生まれで。私の父は、浮飯 とい う名前の

王であ ります ように。摩詞摩耶 とい う名前の母、(耶輸陀羅 と言 う名前の妻)、羅枯羅 とい

う名前の息子、阿難陀とい う名前の侍者、舎利子 と大目擦連 とい う名前の、二人の優れ

た弟子が、(私には)お ります ように。(1)

愛らしい声で、師仏陀は言います。立ちなさい、立ちなさい、息子 よ。(あ なたは、必ず)、

その後、人々の命が(120)年 に及ぶ時、釈迦牟尼 ・如来 ・阿羅漢 ・(正しく全ての)法を知る者 ・

仏陀になるで しょう。あなたが抱いた願望のよ うに、正に、その ように、必ず、… 。あ

なたは、世界の帰依する所、避難所 として現れるでしょう。 このよ うに言 うや、(大地が揺

れました)。… 。

IlDaSabalamIl

花が空から降 りま した。… 。天の調べが聞かれました。天の光線が輝 きま した。天の(声

が)聞 かれました。 この世界は、(今、帰依する所を得ま した)。そ して、将来の世代にお

いて も、釈迦牟尼仏陀 らによって。(1)

大地(と空の全ての)生き物が、廣熾に誓いを立てました。あなたの願いは実現するで しょ

う。 あなたの願いは実現するで しょう。決 して、苦 しみによって弱気になってはいけま

せん。 あなたは、釈迦牟尼と言 う名前の仏陀として、(世界の帰依す る所、避難所 となる

でしよう)。… 。1

それから、廣熾の父、母、妻、息子、… 。

6Carling(2009:109b)を 参 照
。
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2.パ ラレルについて

前節で和訳 を与えた トカラ語A《B～加伽'刃 伽 んω》のパラレル として、これ までに知られ

ている範囲では、以下の ものを挙げる事ができる。

【梵 語 】

MahaD'a-'akamjld第4章 《Brhac妙utikmunbhakjrdvad∂na)》7

【漢訳仏典】

1)「阿毘達磨大毘婆沙論」巻1778

2)「根本説一切有部毘奈耶藥事」巻IS9

【チ ベ ッ ト仏 典 】

「根 本 説 一 切 有 部 毘 奈 耶 藥 事 」(TribetanTripitakaBd.41:221,5,2・222,1 ,4)10

これ らのパラレルの内、漢訳「阿毘達磨大毘婆沙論」に見られるパラレルは、その他のも

の と比較 し、加αη吻 と β酌α幼励 との会話に独特の記述を含んでいるだけでなく、この部

分は トカラ語Aと も共通 している。文体に関して見れば、 トカラ語Aは 、散文 と韻文が交

替する形式のものであ り、全てが韻文で書かれている梵語や、殆 どの部分が散文で書かれ

ている漢語 ・チベ ット語のものとは大きく異なっているが、漢訳 「阿毘達磨大毘婆沙論」に

見られる叙述内容は、 トカラ語Aの ものとの一致度が高く、この点は注 目され るところで

あ り、同一の伝承に由来する可能性 を示 していると推定され る。

3.パ ラレル との比較

本節では、前節で指摘 したパラレルの内、漢訳「阿毘達磨大毘婆沙論」巻177に 見 られ る

パラレル との比較を行 うが、記述 されている内容の大枠が一致 している点を確認するため、

最初に漢訳のテクス トを引用する。以下の引用では、下線を付 した部分は共通する記述で

ある事を示 している。

7梵 語 の校 訂テ クス トと しては
、Hahn(1985:54-56)を 参 照。

8「阿 毘達磨順 正理 論」巻44
、及 び 「阿毘達磨藏顯宗論 」巻24に も、 この物 語 についての 言及

が若干 見 られ る。 本論 文末尾 の【Text】を参照。
9こ の部分 は

、 次項 に挙げ るチベ ッ ト語仏典 に対応す る箇所 であ る。チベ ッ ト訳 と異 な り、

βψα伽"と い う名前 に言及 しないな ど若干の相違 が 見 られ るが、殆 ど同 じ内容 と言 え る。
10Straube(2009:349 -351)に 拠 る。 同書 には、チベ ッ ト語原文 だけでな く、 ドイ ツ語訳 も与

え られ てい る。 また 、Bodhisattv`ivaddnakOlpalath第100章 くくPunabprabhdSdvaddinm》 に 、 この

物語 に対す る言及が見 られ る点について も指摘 され て いる(op.ciL287:Anm.4)。
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「阿毘達磨大毘婆沙論」巻177

「謂過去久遠人壽百歳時。有佛名繹迦牟尼。出現於世。生刹帝利繹迦種中。母名摩詞摩耶。

父名浄飯。子名羅佑羅。城名劫比羅筏翠観多諸繹種。侍者弟子名阿難陀。第一蔓弟子名舎

遡 建連。爾時世間五濁増盛。為生老死之所逼迫。愚擬盲瞑無將導者。彼佛世尊以悲

願力於中出現。精進増上化導有情未曾暫息。由如此故為風所薄。肩背有疾。壁遡 旦

熾 知時至艮告 可 セ膏 五A身 疾不。1Q一汝可往廣熾陶一師家求胡麻油及媛水。為

吾塗洗.侍 者敬諾往陶師家.住 麿熾前愛語闊訊已。方便讃佛種種功使騰戒定慧、三十二相

八十階好圓光赫変.智 見無醗辮才無漕。御告唐熾.如 甚世尊著不出家.當 為輪王王四洲界.

我及汝等一切世間皆為僕使。然今棄捨如是王位出家苦行。畳阿癬多羅三貌三菩提。具一切

智見。断一切疑網。施一切決定。能盤一切問論源底。視諸有情猶如一子。今者在此不遠而

住。然為抜濟汝等苦故恒渉道路。為風所薄肩背勢積。須油媛水故相造詣。頗能施耶。重壁

廣熾聞巳踊躍歎未曾有。如何人間有是功徳。即報尊者。仁今且還。我當如命 自往佛所。其

去未久。廣熾即辮生胡麻油及媛香水持往佛所。佛遙見之。為令彼人種善根故脱去除衣。唯

留襯身略机而待。廣熾到已畿淳浮心。以所持油恭敬善巧。塗佛肩背種種摩搦。復以媛水香

湯灌洗。佛時風疾繹然除愈。以慈軟音慰喩廣熾。毯聞漱喜即髄願 言。願我未來當得作佛。

名號春属時盧弟子。如今世尊等無有異。當知彼陶師者即稗迦菩薩。由本願故今名號等如昔

不異。」(T.27,no.1545,891b28-892a3)

上 で与 えた引用 に よって、 この 部分が 、梵 文((Brhaddyzttikumbhakin,in,addna>>の パ ラ レル に

相 当 してい るだけで な く、 トカ ラ語Aに よ る物語 と一致 してい る点 も窺 う事が で きよ う。

以下 では 、特 に重要 と思われ る部分 につい てのみ指摘す る。

川 人の寿命 につい て

Toch.A:120歳

婆 沙 論:100歳

釈 迦 牟尼 仏陀 が、 この 世に現れ る時 代の人 の寿命 の長 さが 冒頭 に与 え られ てい る。 トカ

ラ語A断 片Nr.19al-2で は120歳 とあ り、 「婆沙論 」の記 述 とは異 な ってい る。 人の寿命 を

120歳 とす る記述 は、Couvreur(1946:608-609)が 指 摘 す る よ うに、トカ ラ語A断 片Nr.255bl

(=THT888b1)に も 見 られ る ところであ る!1。 一方 、根 本説 一切有 部 の律典 では 、以 下 の よ

IIト カラ語A仏 典と同様に120歳 とする説は
、筆者が調べた漢訳仏典中では、以下のもの

が挙げられる。
「悲華経」巻7

「世尊。惟願今者與我阿癬多羅三貌三菩提記。於賢劫中ムー 出世。如來慮

供正遍知乃至天人師佛世尊。」(T.03,no.157,213a22-25)。
「大乗悲分陀利経」巻5

「唯願 世尊。授我阿癬多羅三貌三菩提記。於彼醜劫 二 歳 禮 ロ來 ,、,正 遍知

明行足善逝乃至佛世尊。我能成辮如是佛事。」(T.03,no.158,271b21-24)。
「大宝積経」巻84

「過去無量無邊阿僧紙劫五濁世時。有佛出現號日寳聚功徳聲如來磨供正遍知明行足善逝世
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うに100歳 としてお り、この二つの説が有部に知られていたと考えられるが、筆者は、現

在の ところ、有部文献中に120歳 とする記述を見出していない。

「根本説一切有部毘奈耶出家事」巻2

「我所修行梵行功徳。以此善根。願迦葉波佛與彼哩恒哩婆羅門。當來世時。墨 」査

佛出世。號日繹迦牟尼磨正等覧。十號具足。」(T.23,no.1444,1030,a4-7)

「根本 説一切有 部毘奈耶藥 事」巻lO

「汝於未 來世。ム 壽百歳時。 成等正畳。 號繹迦牟尼。」(T.24,no.1448,44,c26-27)

「根本説一切有部毘奈耶雑事」巻30

「我於迦葉波如來無上等毘教法之中。至儘形壽修治梵行。所有善根如迦葉波佛授摩納婆。

當來之世人百歳時。得成正覧名繹迦牟尼。」(T.24,no.1451,356,b29£3)

[2】仏陀がBrhaddyutilこ 依頼 した物

Toch.A:温 かい水と胡麻油

婆沙論:胡 麻油及媛水

梵語:smpistailamguddmbhas'cai2

藥事:訴 油蜜漿13

トカラ語Aと 「婆沙論」は、仏陀が8rゐα妙 癖 に依頼 したものとして、「温かい水 と胡麻油j

を挙げてお り、その他のものとは異なっている14。「婆沙論」と根本有部の律が一致 しない事

か ら、有部には、二っの異なった話が伝えられていた可能性が推定され る。

[3]瓦〃4η44の発言

Toch.A:も しも彼が出家 していなかったならば、彼は四洲の支配者 ・七宝 を備えた転輪王

となっていたでしょう。また、私もあなたも、(彼の)召使 となっていたで しょう。

間解無 上士調御 丈夫 天人師佛 世尊。 時世蚕鱗 。 如我 今 日。 彼諸厭 生極 重食欲。」

(T.11,no.310,483b27-c2)。

「注維 摩詰経 」巻3

f爾 時佛 未 出世。 後受命 漸短人壽 六萬歳。爾時拘留 孫佛出世。 乃至 百二十歳 時繹迦 牟尼佛

坦 里 王世 。 自後漸短 乃至人壽 三歳。 百二十歳 已下盤名命濁 也。彌勒 生時小 劫更 始人壽更

長也。」(T.38,no.1775,360b3-8)。
12BodhisattVdVaddnakalpalata第100章 《《Punabprabhdsdvadjnm>で は

、snehairgudodakaistena

細 妙25佛 ρ妙'o/inah(Straube2009:187)と あ り、相違 が見 られ る。
13チ ベ ッ ト訳 も

、梵語 と同様 の ものを列挙 してい る。
14「阿 毘達磨順 正理論 」巻44

、及 び 「阿 毘達磨藏 顯宗論」巻24は 、「香 油」「香水jの 二つ を挙 げ

てお り、 トカ ラ語A・ 「婆沙論 」に挙 げ る物 と、ほぼ一致 してい ると見 られ る。
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今、彼は 出家 し、正 しく全ての法 を知 り、全 ての疑 いを(追 い払 い、確信 を与 え)、

全て の疑問 を絶 ってい ます。INr.21a2-5」

婆 沙論:ロ 世尊 若不'M"為 王 王 四洲 我及 轟 一 ●為 然A捨 如

是王 位 出家 苦行 。得 阿癬 多羅 三窺 三菩提。 具 一切 智見。 断一 切疑網 。施 一切 決

定 。能 儘一切 問論源 底。(T.27,no.1545,891c13-18)

これは、πηαπぬ がBrhaddyutiの 下に赴 き説得する際に述べた発言であるが、梵語 ・チベ

ッ ト語のものには見 られない。 ここでは、 トカラ語Aと 「婆沙論」の両者が共通 の表現を使

用 してお り注 目される15。

4.部 派帰属について

トカラ語A《dBrhaddyuti。Jjtaka>》は、そのパラレルが、説一切有部の論書である「阿毘達磨

大毘婆沙論」や「根本説一切有部毘奈耶藥事Jに も見られるだけでな く、特に前者 との記述の

一致が確認 される事から、有部に知 られていた伝承を素材に したものと考える事ができよ

う。また、 トカラ語Aの ものが、有部 と関係づけられ る点については、上で指摘 したパラ

レルの存在だけでな く、 トカラ語Aに 見られる以下の叙述 も手がか りを提供す る。

pttldCna)ktefiomklyosiunevdbrhadyutispomtstb?ikopSin-fiδyokkocSmdn[Nr.20a3-4】

「仏 陀 の 名 前 を 聞 き 、 廣 熾 の 全 身 の 毛 は 逆 立 っ た 。 」

Cf.Skt.tasyabziddhaiりyaSrtttapih'vaptghe3tv?2jrutvjsarvaromakilpδpydhr寧la-ni

「仏 陀 と い う 、 こ れ ま で に 聞 い た 事 が な い 音 を 聞 き 、 彼 の 全 身 の 毛 は 逆 立 っ た 。 」

梵語 ・漢語仏典を調査 したHiraoka(2000)に 拠れば、この表現は、有部文献に特有の表現 と

されてお り、同じ表現が、 トカラ語仏典中にも見られる点は重要である。この表現からも、

トカラ語Aの 物語が、有部に伝 えられた伝承に基づいている事が裏付けられる。

5.ト カ ラ語AのPrachtsttickeの パ ラ レル につ いて

トカラ語A断 片Nr.1-25(=THT634-658)は 、 トカラ語A断 片 中、状 態 が最 も良い連続 し

たテ クス トで あ る点 か ら、 トカ ラ語学 ではPrachtsttickeと 称 され て い る。この写本 の現存 す

る部分 の内、Nn1-17(=THT634-650)は 、 《《Pu4yavanta-Jdtakm》 と して知 られ てい る本生諏 が

語 られ 、本稿 で検討 した部 分 は、基本的 には、それに続 く物語 と して語 られ た部 分で ある。

この写本 で語 られ て い る物語 の漢訳仏 典中のパ ラ レル にっ いて は、季羨林(1943)で 指 摘 さ

れて い るが 、そ の後 の研究 に よって明 らかに なった もの を加 えて列 挙す ると、以 下の よ う

15Couvreur(1946:601 -605)は 、 ト カ ラ 語A断 片20b4-21a1に 見 ら れ る 仏 陀 のepithetの 比 較

も 行 っ て い る 。
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に纏める事ができる16。

《tiPZtelyavanta-Jdtakm)

「生 経 」巻3(「 佛説 国王五人経 」)

1.「 大 智度論」雀12・ 「大方便佛 報恩経1巻4

2.「 長 阿含経」巻6

Silpai,inz:「雑 阿含経 」1283経17

4.「 根 本説 一切有部毘 奈耶薬事 」巻16

《β罫加⑳ 泌刃 旨励 ロ》

「阿 毘達磨 大毘婆沙 論」巻177・ 「根本説 一切 有部毘奈耶藥 事」巻15

以上に見 るように、基本 となる本生課に、様々な仏典か らの引用がはめ込まれ る形で構

成 されている点から考えて、この写本は、梵語などのイン ド語による原典からの翻訳 と言

うよりは、む しろ、 トカラ仏教の側での編集であった可能性が窺 える。また、この写本が、

筆者 の主張す るように、有部に属するな ら、この写本に見 られる物語が有部に知られてい

たと推定する事が可能であろう。

6.結 論

本稿では、 トカラ語A<<Brhad4),uti。latakm>を漢訳仏典中のパラレルと比較 し、説一切有部

の論書である「阿毘達磨大毘婆沙論」との一致 と、用いられている表現から、その部派帰属

が説一切有部であり、Prachtsttiekeと称 され る写本が、この部派に伝 えられた伝承に基づい

て編纂 されたと推定される点にっいて論 じた。 この結論は、従来指摘 されている トカラ語

仏典の部派帰属と矛盾 しない。また、有部文献に特有 とされ る表現が、 トカラ仏教の側で

編纂 された と見られ る仏典にも用い られている点は、この表現の有部における重要性を示

唆 しているように思われる。

ところで、既 に触れたように、この物語は トカラ語学で《eupyavanta-J励akm)と して知 られ

ている本生諏に続 く物語であり、そこには、阿含経典からの もの と見 られ る韻文の引用が

見 られた。そ して、この韻文は、漢訳仏典中、根本説一切有部系 とされ る「雑阿含経」のも

の と良 く一致 している事から、この韻文が根本説一切有部の阿含経典か ら引用された可能

性が存在 している18。従来、 トカラ語仏典の研究では、部派帰属 に関 して、説一切有部 ・根

本説一切有部のどちらに属するかが議論 されてきた。 しか しなが ら、この問題 について、

筆者は、 トカラ語律典に根本説一切有部の律典が見られる事から、どちらに属するのか、

16こ こ では
、季(1943)で 指 摘 され てい るパ ラ レルの 一部 を引用 す るに止 めた。詳細 につ い

て は、季論 文 を参照。 また、パ ラ レル の前 に付 した番 号は 、季 論文 での分類 に対応 す る。
17荻 原(2009a)を 参 照

。
置8荻 原(2009a)を 参 照

。
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ではなく、 この両部派をまとめた広義の有部の中で、 どのように トカラ語仏典が位置づけ

られ るのかとい う観点から研究 され るべきである事を指摘 したり。この問題意識に基づいて、

筆者は トカラ語仏典と有部文献との突合せを行ってお り、本稿は、そ うした研究の成果で

ある「o。このような作業は、東 トルキスタン有部の問題や有部全体の問題にも関係 してお り、

より広い視座からの検討が必要である。今後も、この作業 を継続 して トカラ仏教の位置づ

けを考えたい。
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トカラ語A《Brhaddyuti-Jataka》 の部派帰属について

【Text】21

P】 梵 語

《《β～・had4ソ躍'ie2t〃7ゐhakdrm》

CfHahn(1985:54-56[77-103】)22

tatdSca〃 伽ra〃atraSOkyaniZtnih .saゐ 鰍 鋤 働1

枷9加 乃 面r盛5〃伽andamandgalyaprdi"鋤oψ5伽ll

tatrdirapye〃 励 αか伽 々'tVdsa〃 励'伽 加'伽l

sadc伽 ηηo脚 ㎜ 瞬 臨加 吻hjrasαsjnghika刻1

砂面'鰐 α〃iunindrasyaval'rakdyeP'吻'v伽 刎

pavandbdidhikamgldη ソM71uiPanna〃1agηimanditam51

'atrasabhagavdn〃zatVdisvadeheva励 励'伽l

dnandaη りa伽 伽 傭'γapura'aevamddis'a'll

gooc乃 伽 α〃dakUldilasya∂ 吻 威加'ehsakdSatahl

sarpista〃 のguda〃ibha5caアdcitVδsa加 吻aya11

〃'伽'rδ50〃2ddistams'rZttV動 αη伽'atゐ αξ鋤1

励a伽'ehku励tSッ ロsahas々sa〃 週ρ伽 剛ll

'励 励oη ぬ 脚 ω順 ソδtamkwnb加 肋 助5㎜ 晦 履 鋤1

励 α∫o〃吻 叩 吻amyasdfiia伽 εv4〃20加 ω・πll

わゐα加'o厨o勧7加ooゼ 莇 αvo伽 わ励macd吻 伽1

ノα伽 加rrasamdydsita'sa〃iadeSlwnarhasi11

''"enodi'amSrutVdsadnandahsa〃 蜘 脚 伽l

kU〃渤 α意伽 〃1upds吻asampas'yannevamaわra刷1

わ吻 伽'ε 吻a一⑳dib加gavatoノ ㎎ 伽o刻

ンadv{i}'δδδd物"amglib!ソ ωηUtpannaη 置vigraheセ 〃)uadli

'adv々'αSdn'ayeSdistuψsarpista'laguddm加 δ勧1

ρr4yψ ηα加'ade伽'ydcitwna加 〃癖 吻ell

taddehis'raddhay伽 α加msarpis'ailamgu40dakzim1

ε'α{ρrαd物 ρμ棚 傭 禰 加 〃伽ams卿 めα油肋 ⑳ 翅 ソ励11

'伽 ε〃α5α〃1didis拗2翻 翻δ54㎞ めゐα加muddl

ta'加 り励 加 η㎜ α伽di伽paya伽 εツωMゐ 柳 諏 駆

∂hadan'α 而 η'vαs'吻'ゐ ゐ㎎ 晒 η3α γα菰cc加 ∫'1

'ada加msahasdddyasampradδtumsam伽 惣ll

'tyZtktVdkU〃 め加 伽 ロbsasarpis'ailaptgudodakaml

dddyasahaputre即'ε ゆ'ン ロ'indearat11

21チ ベ ッ ト語仏 典は
、漢 訳 「根 本説 一切有部毘奈 耶藥事jの もの と、基本 的 には一致 して い

るため、本稿 ではパ ラ レル を引用 しない。
22Lang(1912:528 -530「 梵 語 テ クス ト1.533-535「 仏 訳1、 も参照。
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荻原 裕敏

 tam anandam purodhaya saputrah sampramoditah I 

sahasa samcarams tatra vihare samupayayau II 

tatra tam srighanam dray(' kumbhakarah sa satmajah I 

durat krtanjalir natva muda pasyann upacarat II 

tatra sa sahasopetya tasya sastuh padabjayoh I 

pranatva tani sarvani puratah samacihaukayat II 

tani sa bhagavan drslva kulalam tam ca satmajam I 

suprasannasayas tasmai sada bhadrasi$am dadau II 

suprasannam munindram tam matva sa kumbhakrn muda I 

tailena sarpisa sastuh sarvange 'mraksayat svayam II 

gu iodakena sarvange paryasin"cat samadarat I 

tad gudambu ca panaya pradadau sampramoditah II 

tatas tena munindrasya sastuh samsvasthita tanuh I 

kcamaniyatara cabhud yapaniyatarapi ca II 

tad drsiva kumbhakrc casau suprabuddhasayambujah I 

bhagavantam sasangham tam yathavidhi samarcayat II 

tatah sa muditas casya sastuh padabjayor muda I 

sanjalih pranipatyaivam manasa pranidhim vyadhal II 

anena kusalenaham buddha idrggunakarah I 

idrkkulaprasutah syam idrglakmisamrddhiman II 

aham api tatha sarvam samuddhrtya bhavodadheh I 

bodhimarge pratighapya carayeyem jagac chube II 

ity evam pranidhim krtva kumbhakarah sa nanditah I 

bhagavantam samiksyaiva tatraikanta upasrayat II

【2】漢訳仏典

《阿毘達磨大毘婆沙論》省1177

「謂過去久遠人壽百歳時。有佛名繹迦牟尼。出現於世。生刹帝利繹迦種中。母名摩詞摩耶。

父名湿 墨固堅。城名劫比羅筏窄観多諸繹種。一

利子大目健連。爾時世間五濁増盛。為生老死之所逼迫。愚療盲瞑無將導者。彼佛世尊以悲

願力於中出現。量進増上化導有情未曾暫息。由如此故為風所薄。肩背有疾。時有陶師名日

熾 、知時至艮「kP9五A身 疾 ・ ・1口'z師 ・ 水 為

喜槍 洗.倖 者敬 講件陶 師1麦一伴 席襯前臆語 闇訊F1.一 「片揮識 儲種種 功積 騰浦 宗智.ニ 十 一「相
`

ヘ ー"見 無磯 才無'告 如 不 凸為 王王四'

我及汝等一切世間皆為僕使。然今棄捨如是王位出家苦行。得阿癬多羅三貌三菩提。具一切

一 。視諸有情猶如一子。今者在此不遠而
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住。然為抜濟汝等苦故恒渉道路。為風所薄肩背勢積。須油媛水故相造詣。頗能施耶。璽壁

廣熾聞已踊躍歎未曾有。如何人間有是功徳。即報尊者。仁今且還。我當如命自往佛所。其

去未久。 熾艮 生 麻油及 水擶 ご 之 為△彼人 脱去除衣。蛙

留襯身鋸机而待。廣熾到 已葦愛淳浮心。以所持油恭敬善巧。塗佛肩背種種摩搦。復以媛水香

湯灌洗。佛時風疾繹然除愈。以慈軟音慰喩廣熾。毯 聞歎喜即襲願言。願我未來當得作佛。

名號i春厩時威弟子。如今世尊等無有異。當知彼陶師者即繹迦菩薩。 由本願故今名號等如昔

不異。」(T27,no.1545,891b28・892a3)

《根本説一切有部毘奈耶藥事》巻15

「爾時勝光王復白世尊日。最初於誰行施得謹無上菩提。佛告大王。乃往古昔無量劫時。有

城名 日毘詞彼地。其城有一陶輪工師。有佛出世。號日繹迦牟尼。誰無上正真等正壁.十 號

具足。亦有聲聞弟子。名舎利弗。大 目乾連。及侍者阿難陀。時繹迦牟尼佛正真等正覧。共

無量芯衡厭。倶遊行人間。至彼城中。爾時彼佛忽有風患。即告阿難陀日。汝可往彼陶輪家

乞酢油蜜漿。爾時阿難陀聞佛教勅。即往詣陶輪家。在門外立。白言長者。世尊患風強病。

全麺蘇担蜜漿。壁一 曜沫迫蜜笠一長一 一

以蘇蜜等遍塗佛身。温水沐浴。持沙糖水。奉上世尊。為療病故。即得疹愈。爾時陶師長脆

齪 迦他旦。

亟以蘇蜜塵迦 塞 堕獲塵圏

種遡 遡 壁

養遡 一

其陶輪子。亦鰻是言。願我當來如佛侍者。佛告大王。我於爾時。初施繹迦如來。得詮無上

菩提。其子者。即阿難陀是。」(T.24,n(L1448,73a28・b19)

《阿毘達磨順正理論》巻44

「謂我世尊初號心位。逢一薄伽梵號繹迦牟尼。彼佛出時正居末劫。滅後正法唯住千年。壁

我世尊為 子 於彼 月起股 心 塗芝 油浴£ 設供養已槻弘 願 願我愚

一 如 今 世 尊
。 故 今 如 來 一 一 同 彼 。」(T.29,no.1562,591blO-15)

《阿毘達磨藏顯宗論》巻24〈5辮 業品〉

「謂我世尊初號心位。逢一薄伽梵。號繹迦牟尼。彼佛出時正居末劫。滅後正法唯住千年。

時'世 尊為 子 於'起 股'心 塗£'21y供 養已 號弘

當 作佛一 如今 世尊。 故今 如來 一一同彼。」(T.29,no.1563,889al-6)
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荻原 裕敏

〈訂正 と追加〉

筆者は、『東京大学言語学論集』28号 に「トカラ語A<<Puayavantavatakm)に 於ける阿含経

典の引用について」と題す る論考を発表 したが、その後、吉田豊教授(京 都大学)よ り、拙

稿における誤 りをご指摘頂 くとともに、ソグド語仏典の関係箇所について、ご教示頂いた。

ここに記 して感謝 申し上げるとともに、以下、筆者が気づいた「雑阿含経」1283経 の対応箇

所 と合わせて、訂正と追加 を行いたい。

【訂正]

p.136:英 訳 ・第二韻 文:alright→allright

第 四 韻 文:Havingreceived(well)with→Havingbeenreceived(well)by

p.147:第 四 韻 文和訳 「(良く)受 け る者は」→ 「(良く)受 け入れ られ る者 は」

*第 四韻 文の この箇所 に見 られ る過去 分詞は
、漢訳 のパ ラ レル と比較 して、能 動で はな く

受動 と解釈す る方 が妥 当で あ り、梵語の具格 に対応 す る トカ ラ語Aの 通 格は 、受動 文に於

ける動作 主を表 して い ると解 釈 され る。 トカ ラ語 の過 去分 詞が受 動の意 味 も表す 点 にっい

て は、既 に指摘 され てい る。

p.147及 びp』61:「 雑 阿含経 」1283経 に於 け る対応箇所

養塑 重△ 塾 蜜修 星i萱 → 養 雄 重ム 敏密修 良者

p.170:梵 語 ・トカ ラ語A対 照語彙sukrta-harman-:aright→allright

1追加 】

pp.154。155:ト カ ラ語A14a1-6(=THT647al-6)

引用 した箇所 の 内、「父 ・母」以下の部分 は、 ソグ ド語訳DdStzkzn7napatha-avaddinamdldの

第 五 章((Kfificanczsdra王 物 語》に類似の表現 が見 られ る。 この箇所 を含 む ソグ ド語 の写本 は、

断片 で あ り詳細 は窺 えな いが、 トカ ラ語仏 典、若 しくは、西域北 道で 流布 して いた梵 語仏

典 に基づい てい る と推 定 され る。 この断片 について は、以下の 文献を参照。

SUNDERMANN, Werner 

 A fragment of the Buddhist Kancanasara Legend in Sogdian and its manuscript. In: A. Panaino and 

A. Piras (eds.), Proceedings of the 5th conference of the Societas Iranologica Europcea, Vol. 1: 

Ancient and Middle Iranian studies. Milano 2006: 715-724.
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'

トカ ラ語A《Brhaddyuti-Jataka》 の部 派 帰 属 に つ い て

 On the school affiliation of the Brhaddyuti-Jataka in Tocharian A 

                OGIHARA Hirotoshi

[ Keywords]

Tocharian A, Brhaddyuti-Jataka, Mahajjatakamala, Sarvastivadin

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[Abstract]

Tocharian　 A　fragments　 Nr.　19a1-25b6(=THT652a1-658b6) discovered　 in　the　Shorchuk　 region　 tell　the　story　called　 the

Brhaddyuti-Jataka　 in　the　Tocharian　 study.　 The　 present　 article　focuses　 on　 the　elucidation　 of　the　school　 affiliation　 of

this　story　in　comparison　 with　 the　parallel　 texts　in　Chinese　 and　Sanskrit.　 Although　the　 Sanskrit　 parallel　 text　has　already

been　 pointed　 out　by　Emil　 SIEG(1944),　 the　Chinese　 parallels　 have　 not been　 identified　 yet.　According　 to　my　 research,

the　Chinese　 parallel　 texts　can　 be　found　 in　the　literature　belonging　 to　the (Mu1a-)Sarvastivadin.　 Among　 them,　 only　 the

Chinese　text　 given　 in《 阿 毘 達 磨 大 毘 婆 沙 論》apidamo dapiposhalun(T.27,　 no.1545)gives　 the　same　 description　 as

that　found　 in　Nr.21ab-5　 in　the　Tocharian　 A　version. In　 addition,　 one　can　 point　 out　that　the　Tocharian　 A　version　 also

uses　 the　cliche　 which　 is known　to　 be　specific　 to　the　 literature　 of the (Mula-)Sarvastivadin:Skt.　 tasya　 buddha　 ity

asrutapuvam ghosam srutva sarvaromakupany ahrstani.　 These　 facts　 confirm　that　 the　 Brhaddyuti-Jataka　 in

Tocharian　 A　should　 be　based　 on　the　tradition　 of the (Mula-)Sarvastivadin.

(おぎはら ひろとし)
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